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研究成果の概要： 

 

離乳開始は哺乳反射が目安とされるが，口唇口蓋裂児では口蓋裂等による哺乳障害に

よりその見極めは難しく，手探りで行っているのが現状である。 

 そのため，①口唇口蓋裂を有する乳児の哺乳動作を舌圧などで観察し，舌の運動につ

いて明らかにする，②得られた所見から舌圧の観察だけで離乳開始期を判別できる簡

便で臨床使用可能なシステムの開発，の２点を研究目的として研究を開始した。 

当初の計画通りには計測が行えず、計画を変更して研究を遂行した。一方で，乳歯

列期小児の口腔機能に関する研究論文等の発表を行った。 

本研究はシステムとしてほぼ確立しており，来年度以降も継続して研究を行う予定

である。 
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図１ 両側性口唇口蓋裂児の 
   口腔状況（ 生後２日 ）

１． 研究開始当初の背景 

口唇口蓋裂児（図１）は日本では５０

０人に１人の割合で出生すると言われ，

先天的疾患として頻度が高い。近年，口

腔外科，矯正歯科，小児歯科などからな

るチーム医療により新生児期から一貫

した医療を提供し，患児や家族を支援す

る取り組みが各地で行われている。出生

後２歳頃までの口唇口蓋裂児の治療で

は，口唇・口蓋形成に関する外科的処置

のほかに，哺乳床装着による哺乳指導の

果たす役割が大きい。 

申請者はこれまで乳歯列期小児の

顎口腔機能の研究を継続して行い，歯

列咬合の形態異常と顎口腔機能との

関係について報告しており，口唇口蓋

裂児の哺乳床装着や哺乳指導が，患児

の健やかな成長と顎口腔機能の向上

に重要な役割を果たしていると考え

ている。 

平成19年春に厚生労働省が策定し

た「授乳・離乳の支援ガイド」による

と，離乳の開始は生後５，６か月が適

当とされ，その目安として哺乳反射の

減弱が挙げられている。一方，口唇口

蓋裂児においては，保護者も医療関係

者も哺乳反射の減弱の見極めは難し

く，手探りで離乳を開始していること

が多いのが現状である。 

乳児を対象とした各種計測は低侵

襲性であることが求められ，過去の哺

乳機能の計測では内視鏡，筋電図，乳

首内吸啜圧の計測や超音波による方

法が報告されている。しかし，これら

は哺乳機能を３次元的に観察できな

いことや，準備が煩雑なため臨床検査

として数多くの乳児を対象に行うの

は困難であるなどの欠点がある。した

がって，臨床現場においてより簡便で，

かつ総合的に哺乳機能を評価する方

法が求められる。 

これらの状況を踏まえ，より簡便で

安全に乳児の口腔機能について計測

を行って乳児の哺乳機能の一端を解

明し，離乳開始時期を判別するシステ

ムを開発したいと構想した。 

 

 

２． 研究の目的 

(1)口唇口蓋裂を有する乳児の舌圧と筋電

図の同時計測を通して，両者の関連性

を検討し，哺乳時の舌運動について明

らかにする 

(2)得られた所見から舌の動きを３次元で

経時的に表示し，これまで哺乳機能の

観察で多く用いられてきた筋電図に代

わり，臨床で舌圧計測のみで離乳開始

期を判別できる簡便なシステムを開発

する 

の２点を本研究の目的とした。 

 

 

３．研究の方法 

 哺乳床を装着して間もない口唇

口蓋裂児３０名を被験児とする。倫理

審査の承認を受けた後，全対象児の保

護者には研究の趣旨を十分説明し，書

図２  舌圧計測

システム 



面による同意を得る。 

舌圧計測システム（図２）による舌

圧の計測システムを構築する。事前に

各被験児が使用中の哺乳床の複製を

作製し，測定用口蓋床とする。測定用

口蓋床内に小型圧力センサと配線を

埋入して自然な舌運動ができるよう

留意し，計測装置に接続する。舌圧計

測と共に筋電図の同時計測を行う。計

測は成長発育に合わせて３回行う。 

得られたデータはスムージング処

理を行う。その後、舌圧と筋電図デー

タに３次元形態データを用いてグラ

フィック表示を行う。 

得られた離乳開始前後それぞれに

特徴的なデータから，離乳開始の判断

基準となる舌運動の特徴を明らかに

し，離乳開始時期を判別するシステム

を確立する。 

 

 

４．研究成果 

当初計画していた被験児数が得られ

ず，研究としてのシステムは構築でき

たが，臨床応用可能なシステムにはま

だ至っていない。しかし，本研究計画

期間内に多くの論文や学会発表に至っ

た（「５．主な発表論文等」参照）。

さらに，年度末にも英文誌に論文を投

稿して受理され，現在査読中である。 

今後も口唇口蓋裂児に限らず，多く

の乳児の様々な時期の舌圧データの収

集を行う予定である。また，本研究で

構築されたシステムが乳児期の摂食・

嚥下機能異常の診断や言語治療を始

めとした口腔筋機能療法へ応用され

るように，今後も研究を継続する所

存である。 
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